
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 ２ 号 
令和５年５月３１日発行 

発行者 廻谷 敦士 

 

考 え る 葦 

令和５年度 第２０回 西地区大運動会 
 ５月２７日（土），第２０回西地区大運動会を開催しました。３年間，教育活動のみならず，生活全般に様々

な制限をかけてきた新型コロナウイルス感染症も，徐々に収束の兆しが見られることや，５月８日からは感

染症法上第５類に移行されたことも踏まえ，共催である西地区スポーツ協会とも協議し，今年度は，お弁当

を挟んでの１日開催に戻しての実施となりました。今年度は赤組が優勝し幕を閉じましたが，子供たちは，

５・６年生を中心に，力いっぱいの演技を披露してくれました。児童・教職員・保護者そして地域が一つに

なって，素晴らしい１日を共有することができました。 

令和５年度がスタートし２か月，各地で梅雨入りの声が聞かれるように 
なり，宇都宮でもはっきりしない天気の日が続いています。２７日（土） 
の西地区大運動会では，子供たちの健康管理はもとより，前日の準備，当 
日の応援，事後の片づけまでご協力をいただき，誠にありがとうございま 
した。３年ぶりの全日開催となりましたが，子供たちも全力を出し切り， 
素晴らしい運動会になりました。また，「子ども１１０番の家を回ろう」 
「引き渡し訓練」「プールサイド除草作業」などの活動も，地域協議会，保 
護者の皆様にご協力をいただき，無事に実施することができました。あり 
がとうございました。  
６月も，「元気っ子健康体力チェック」や「プール開き」，４年「市施設めぐり」や５年「冒険活動教室」，６年

「人権講話」や教育相談週間など，本校の合言葉「考える 思いやる 鍛える」に係る教育活動が目白押しです。新

型コロナウイルス感染症は落ち着いてきていますが，夏本番に向けて熱中症にも注意しながら本校教育活動を進

めてまいりますので，引き続き，ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

開会式 高学年徒競走 入場行進 西小タイフーン 

西小だより 

走れゴーゴーゴー WA・NA・GE 

ヨーイドン 

それいけ！アンパンマン 運命の旗 

応援団 

輝け！西校ソーラン おたま DE レース 

ダンシング玉入れ 

一条中ボランティア 

『玉』いれさせない！ 

だるまさん ころばないでね 西地区ひまわり太鼓 

西校紅白対抗リレー 

閉会式 

綱引き 紅白対抗リレー 

５ 月 の 校 舎 

考える 思いやる 鍛える 



 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（本校教育の基盤） 

西校の特色  学校を支える「西小学校魅力ある学校づくり地域協議会」の活動 

 
 
 
 
 

 

 

５月はいじめゼロ強調月間として，各学年の発達段階に応じて，いじ

め問題について考えたり話し合ったり，道徳の授業で取り上げたりして

まいりました。各学年の取組につきましては，「児童指導だより」にて

発信するとともに，学級懇談会等でも話題にしていきたいと考えていま

す。 

今後とも，「いじめは絶対に許さない」という強い意志を教職員間で

共有するとともに，子供たちにも発信してまいりたいと思います。 

ご心配な点がありましたら遠慮なく，そして，できるだけ早く，学校

にお知らせください。 

いじめゼロ強調月間の取組 

５／１０交通安全ボランティアさんとの顔合わせ 

６月３日（土）に「第１回西小学校魅力ある学校づ 
くり地域協議会」が開催されますが，令和５年度がス 
タートして２か月，防犯・環境・学校支援各部会の 
様々な活動が，すでに始まっています。「西小学校魅力 
ある学校づくり地域協議会」の活動は，黒須様・上野様・片山様の３名の地域コーディネーターに調整し

ていただきながら進めております。今年度の組織及び事業計画等につきましては，毎年７月に発行される

「地域協議会だより」をご覧ください。また，本紙に掲載しました活動につきましては，西小ホームペー

ジに詳しく掲載しておりますので，ぜひアクセスしていただきご覧ください。 
 ご協力いただきました保護者及び地域の皆様に，心より感謝申し上げます。今後ともよろしくお願いい

たします。 

「人間は考える葦（あし）である」 
これはフランスの哲学者パスカルの残した言葉で，遺稿集「パンセ」に，「人間はひとくきの 

葦（あし）にすぎない。自然のなかで最も弱いものである。だが，それは考える葦（あし）である。」と 
書かれている言葉がもとになっています。 
人間は決して強い生き物ではありません。熊やライオンには，素手では絶対にかないません。でも，長い

歴史の中で，火を使いこなしたり，武器を作ったりして猛獣に対抗するだけでなく，鎖や檻で飼いならし，

共生し，豊かな暮らしにも生かしています。人間は，知恵を働かせ考えることで，安全で豊かな暮らしを築

いてきたんですね。 
４月の始業式で西小の合言葉「考える 思いやる 鍛える」に触れながら子供たちに「頭と心でよ～く考えよ

う」と話をしました。そして，考えるために目と耳という大切な武器を使って，しっかりと 
見て，しっかりと聞くことが大切であることもお話しました。 

情報をしっかりと集め，それを根拠に考え，判断する力。これこそが予測不能といわれる未来社 
会を生き抜くための，最も大切な力であると考えています。 

５／１３ 「子ども１１０番の家」をまわろう 

５／２０プールサイド除草作業 
５／１９読み聞かせボランティア 

３－１道徳の授業 


